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奈良で働く・暮らす移住体験記

「奈良で働く・暮らすセミナー・相談会」(東京開催)に参加し、東京都から
奈良県に移住を決め、現在は奈良県下の病院で調理に関わる仕事に従事。

東京都出身　進藤　晶子さん

ゆったり流れる古都の時間
心ときめく奈良での新生活。

植木屋の手伝い経験と、自立したいという強い意志で造園技術科へ
令和２年度　造園技術科修了生。

植木職人「庭𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷

造園の基礎から資格まで、
学んだ技術を実践で活かす。

奈良県立高等技術専門校修了生の活躍

移住を考えたきっかけと、奈良を選んだ理由、セミナーに
参加された感想をお聞かせください。
　私は数年前から、女性が一人でも暮らしやすく、年齢を
重ねても安心して生活のできる地方都市への移住を、漠然
と検討し始めていました。
　今年3月、東京有楽町の「ふるさと回帰支援センター」で、
移住について各地方の情報を入手し、候補地のひとつであ
る奈良県の移住サポートデスクを紹介していただきました。
　５月には奈良県主催の「奈良で働く・暮らすセミナー・
相談会」に参加。個別相談会では奈良県での生活や仕事
について相談に乗っていただき、具体的な説明を受ける中
で、移住地を奈良県に決めました。
　引き続き、奈良県奈良しごとｉセンターの移住就労相談
窓口で、就職や生活設計に関する専門的なアドバイスを受
け、2025年9月、奈良県へ移住し、希望する職に就くこと
ができました。奈良県には頼れる知人もいない中、不安なこ
とを相談できる窓口があることはとても心強かったです。

奈良に移住された感想と、現在従事されているお仕事、
今後の目標などお聞かせください。
　奈良はとても住みやすく、休日には自転車で奈良市内を
散策しています。特に朝の奈良公園は素晴らしいです。
　仕事においても、新たなやりがいを見つけることができ
ました。現在は、奈良市内の産婦人科で病院食の調理を担
当しています。出産後の患者様への労りや、新しい命の誕
生を祝うため、日々心を込めて調理をしています。
　以前は、高齢者施設で疾患・嚥下機能に合わせた専門
的スキルを学びました。「命を繋ぐ食」と「新しい命を育む
食」という対照的な経験は、私にとって大きな財産だと感
じています。
　今後の目標は、健康に注意しながら仕事を続け、プライ
ベートでは、奈良のお寺や観光地を巡りたいと思っていま
す。また、地域活動などを通じて奈良の皆さんと友達にな
れることを楽しみにしています。

高等技術専門校を受けたきっかけ・動機をお聞かせくだ
さい。
　親戚が植木屋をしており、時々手伝いをしていたことも
あって、植木についてある程度の技術は持っていました。
　それまで勤めていた職場を退職し、自立したいと思った
時、よいタイミングで奈良県立高等技術専門校造園技術
科の募集があり、応募しました。当時３０代後半でしたが、
面接した先生から「やる気に満ち溢れていた」と評価して
いただきました。

高等技術専門校ではどのようなことを学ばれましたか。
また現在の仕事に生かされていることはありますか。
　高等技術専門校では、植物学に始まり実践的な造園技
術を学びました。また、造園に必要な重機やフォークリフ
トなど様々な資格も取得することができました。他にも茶
道や華道を学び、庭造りに必要な感性やバランス感覚を
習得しました。
　現在植木職人として働いていますが、高等技術専門校
で学び、正しい技術や知識が増えたことで、自分が持って
いた誤った部分を改めることができましたし、お客様にも
的確なアドバイスができるようになったと思っています。

お仕事への思い、今後の目標などをお聞かせください。
　近頃は個人のお宅で樹木を植えた庭を持たれることが
少なくなってきています。そのため、今後植木の手入れが
必要な場所は、神社仏閣や歴史的建造物の庭などが中心
となり、これまで以上に植木職人の技術の「質」を求めら
れると思います。
　これからも技術の質を落とすことなく丁寧な仕事を続
け、技術の向上と伝承に努めたいと思っています。

NIWAYOSHI
URL:https://niwayoshi2021.wixsite.com/home
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社員・シャインな職場訪問記

令和6年度　奈良県社員・シャイン職場づくり推進企業
（若年者雇用推進部門表彰）

所在地 ： 〒635-0076
　　　　 奈良県大和高田市大字大谷8番地1
代表取締役 ： 森　久次
社員数 ： ４2名 （男性：３３名、女性：９名）
TEL ： 0745-22-1410
URL ： https://mtc-nara.co.jp/

株式会社M.T.C
代表取締役　森　　久次さん
営業部 部長  中西　真紀さん

株式会社M.T.C
法人 Data

技を継ぎ、人を育てる
活力を生み、未来を創る
中小企業の人材育成戦略。

今回、若年者雇用推進部門で表彰されましたが、若年者の雇
用や育成について取り組まれていることをお聞かせください。
森　当社では、入社時の新入社員研修で社内の仕組みや仕事
内容を研修し、若年者の成長のサポートを行っています。10
代から70代までの多様な世代が勤務していますが、自然とシ
ニアのベテラン社員が若手の精神的なサポートを行うなど、
良い循環が生まれている職場です。それでも今どきの若者が
ストレスを感じる事なく、楽しん
で働ける職場環境づくりには苦
心しています。また、若い人たち
が接しやすいホームページや
SNSで会社の情報や取り組みを
積極的に配信し、より身近に感じ
てもらえるよう努めています。
中西　私が担当する新入社員研
修では、複雑な金属プレス加工
や板金加工の技術を、全14日間
のOJT（職場内訓練）で徹底的に伝えています。これは社訓で
ある『ものづくりは人づくり 夢づくり』に基づき、1968年の創
業以来培ってきた技術を、若い世代へ確実に継承していくた
めの取り組みです。

若年層の離職率が高い昨今、労働環境と働き方への意識の変
化には、どのように対応されていますか？
森　当社は、社員のワーク・ライフ・バランスを最も重要視して
おり、独自の「労働条件のフローチャート」を作成し、最適な働
き方を社員自身が選べるシステムを採用しています。このシス
テムは、結婚や育児などで生活環境が変わった場合も、1年周
期で勤務形態（勤務時間、休日など）を見直すことが可能なた
め、社員のキャリア形成を継続できるものとなっています。
また、毎年レクリエーションを行うことで、多世代がひとつにま
とまり、部門・年齢関係なくそれぞれの価値観や経験を理解
し、互いに学び合える風通しの良い職場を作っています。さら
に、社内表彰を通じて社員を正当に評価し、モチベーションと
働きがいの創出につなげています。

2023年に奈良県内初の「DX認定事業者」に選出されました
が、DX推進と技術継承についてお聞かせください。
森　当社におけるDXは単なる業務効率化ではなく、熟練技
術者の暗黙知、いわゆる「匠の技」をデータ化し、若い世代へ
確実に継承するための最重要戦略と位置付けています。最新
設備とデジタル技術を活用したこの取り組みが、社訓である

1968年に「森 製作所」として創業以来、金属プレス加工・板金加工のプロ
フェッショナルです。主要事業は、住設部品、鋼製家具部品、建設部品などに使
われる金属部品の一貫製造。順送・単発プレス加工から溶接、組立までを一手
に担います。長年のノウハウに加え、近年は生産ラインの品質管理を高度化・自
動化するために独自に行ったDXを推進。その革新性が評価され、奈良県初の
経済産業省DX認定やパートナーシップ構築大賞を相次いで受賞しました。伝
統の技と最新技術を融合させ、「より良い提案ができ、良きパートナーとして求
められる企業」であり続けることを目指しています。

「ものづくりは人づくり 夢づくり」を実現し、若手が会社の未来
を担うリーダーへと成長する基盤となっています。
中西　DXはプロセス変革でもあり、具体的な業務プロセスや
組織構造の課題に対応する必要があります。DXの本質は社員
の意識を変えることです。新しいデジタルツールや業務プロセ
スに挑戦し、たとえ失敗に終わっても、そこから学び得たもの
を評価することが必要です。失敗を恐れると改革は停滞しま
す。部門の壁を越えデータに基づいた意思決定を共有するシ
ステムを構築することが、DX推進企業としての持続的な成長
を実現すると考えます。

今後目標にされていることをお聞かせください。
森　当社の目標の中に、「友達に胸を張って紹介できる会社に
なる」というものがあります。新型機器の導入やDX推進によ
り、若者にも「働きがい」を提供できる会社であり、「働き方の
選択制」や「多様な世代が互いの価値観を尊重できる」会社で
あるといった強みを積極的に発信し、若い社員が友人に「ここ
で一緒に働こう」と言ってくれるような、「若者に選ばれ続ける
企業」の実現を目指します。
中西　社員一人ひとりが、心から「この会社は居心地が良い」
と感じてくれることが願いです。「安心できる人間関係」「成長
への確信」「私生活の尊重」を大切にします。とりわけDXを活
かした技術継承と公正な評
価システムを通じて、若手社
員が成長を確信できる職場
環境の構築に取り組んでいき
たいです。


